
  

 

 

 

 

 

 

令和４年７月５日（火）日立システムズホール仙台（青年文化センター）シアターホールにおい

て，「第７２回 社会を明るくする運動仙台市推進委員会民間協力功労者表彰式」及び「令和 4 年度 

青少年健全育成講演会」が開催されました。内閣府が主唱する「青少年の非行・被害防止全国強調

月間」及び法務省が主唱する「社会を明るくする運動」強調月間に併せて開催したものです。昨年，

一昨年と新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止していたため，３年ぶりの開催となり

ました。 

表彰式では，「社会を明るくする運動仙台市推進委員会」の活動に特に功績のあった１４名と，

２団体に表彰状が授与されました。講演会につきましては，「家族の葛藤を乗り越え，進化に至る

コミュニケーション」と題して，岩手大学 奥野雅子 教授に御講話をいただきました。家族内のコ

ミュニケーションの循環を少し変化させることで家族が大きく変わること，また，良循環をみつけ

るコツとして例外を探し拡張するといった内容について，具体例をたくさんあげていただきながら

御説明いただきました。 

多くの方々に参観いただき，青少年に対する理解と，地域の役割を再確認することによって，青

少年健全育成における課題解決の一助になるとともに，コロナ禍における健全育成活動の在り方に

ついても考える機会となりました。 
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□二日目 ～村田 祐二 先生～  

６月２１日，７０名を越す市民の方々と学びを深めることができました。 

小児の臨床現場で多くの子供たちと接する村田先生から，ゲーム・ネット 

依存を未然に防ぐためには，子供たちに「ゲームは２番目」という発想を持 

ってもらうこと，また「リアルの暮らし・親子関係の充実」を大切にするこ 

とを教えていただきました。改めて，親子で感動できることの共有や褒めら 

れる経験を大切にしていきましょうとのことでした。以下参加者のコメント 

を抜粋で紹介します。 

□リアルの暮らしにおける達成感を見つけるようにしたいけれど難しいですね。 

□家族との関係をもう一度見直し，一歩引いて声掛けしてみようと思う。 

□依存症は病気であるが，一番の治療は「愛着である」と考えさせられた。 

□バーチャルの世界に逃げたくなる気持ちも理解しつつ，生活の満足度を大切にしたい。 

□ゲーム依存が起こるようになった社会について積極的に理解していきたい。 
 

 
広報用としてヤングケアラー相談カードを作成しました。まず仙台市立の学校（小学校は 4 年生

以上）の児童生徒を対象に配布させていただき，私立学校や市内高校などにも順次配布いたします。 

ヤングケアラーとは法令上の定義はありませんが，「本来大人が担うと想定されている家事や家

族の世話などを日常的に行っている子ども」とされています。友人関係が希薄になったり，進路を

あきらめざるを得なくなったりする現状があり，家事や介護が日常化しているため，本人が気付き

にくいということも問題視されています。 

本市では，「小学生・中高生の生活実態に関するアンケート調査」を実施するなど，ヤングケア

ラーの実態把握や支援の充実に向けた取り組みを進めており，当センターでは，令和４年４月より

ヤングケアラー相談窓口を開設しています。 

学校の皆さまには御多用のことと存じますが，子供たちにカードが届くことで，一人で悩まず相

談できるようになる子供が増えることを願っておりますので，配付方よろしくお願いいたします。 

 

 


